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平成２５年度 第１回 公民館運営審議会会議録（議事要旨）

１ 開催日時 平成２５年５月１０日（金）午後３時～５時

２ 開催場所 高洲公民館２階 第３・４会議室

３ 出席者

（委員）

塙委員長、髙橋副委員長、渡邉委員、加藤委員、中井委員、丸茂委員、西村委員、

池田委員、竹本委員、松田委員

（事務局）

生涯学習部次長、高洲公民館長、中央公民館長、堀江公民館長、富岡公民館長、

美浜公民館長、当代島公民館長、日の出公民館長、生涯学習課長、高洲公民館主査、

高洲公民館副主査

４ 議 題

Ⅰ 開会

１．新委員委嘱

２．委員長挨拶

３．教育委員会挨拶

Ⅱ 協議

１．報告事項

（１）平成24年度公民館主催事業開催結果報告

（２）平成24年度公民館利用状況報告

２．審議事項

（１）平成 25年度公民館運営審議会年間活動計画について

（２）平成 25年度７月～９月公民館主催事業開催計画について

３．その他

（１）当代島公民館文化祭について

（２）次回会議の予定

５ 議事概要及び会議経過

Ⅰ 開会

１．新委員委嘱
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２．委員長挨拶

３．教育委員会挨拶

Ⅱ 協議

１．報告事項

（１）平成 24年度公民館主催事業開催結果報告

総括として高洲公民館長より説明を行った。各館の状況について、各公民館長よ

り報告を行った。

（質問）地域の特性を活かし、事業回数が増えたこと参加者が増えたことは喜ばし

いことだと思います。お茶の講座で見学から参加者になりアンケートで出て

こない声が聴けました。その中で質問ですが、募集をかけた時に先着順と抽

選の切り分けは誰がどういう基準で決めているのでしょうか。

（回答）各館の状況もありますが、初めて立ち上げた講座で抽選にするまで人が集

まらないと想定される時は先着受付としていますが、その講座が人気があっ

たときは次回より抽選に切り替えています。また、ルネサンス発行から講座

の開始時期が短いものについては先着受付を行っている場合もあります。

（意見）新聞を取っていない方は、ルネサンスが置いてある場所で受け取るためタ

イムラグがあります。できれば人気があるないで判断せず、希望者全員を受

け付けしてから抽選という方法を希望します。また、茶道講座の中で産休が

明けたら参加できないという受講生もいました。興味があっても平日だと働

いていると参加できないので、平日に人気のある講座を働いている人のため

にも、土日に講座を入れていただきたい。

（回答）今後十分検討していきます。

（意見）事業が増えて活発で結構ですが、今後も事業が増えていくのでしょうか。

従来からあるサークルだけでなく新しいサークルも増えています。サークル

活動をする日に公民館の事業と重なって部屋が取れない状況があります。ど

こかで事業数はマックスとなるのでしょうか。今後も、増えていくとサーク

ル活動ができない状況になってきます。

（回答）各館によって状況が変わってきますが、サークルさんの利用を全部阻害し

てまで、事業を行っているわけではありません。できるだけ一般の利用の方

も使えるよう配慮しています。

（意見）空いているところで事業を行っているのは良いですが、重なる時がありま

す。私の場合土曜日の午後に活動していますが、なるべく重ならない事業の

取り方と日にちを選んでいただければと思います。

（回答）主催事業を開催するにあたっては、事業の内容によって対象者がこういう

方、例えばこの時間帯、土・日に行うなど主催事業の内容によって曜日や時

間帯を考慮し判断して決定しています。公民館は社会教育施設ですので、サ

ークルさんに対して貸し出しを行うのも一つの事業として考えておりますが、
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やはり、教育施設なので主催事業を主でやっていかなければいけないと思っ

ています。ある意味、主催事業を優先せざるをえない状況はあります。サー

クルさん方の活動日を全く阻害しないというわけではなく、うまくバランス

を取りながら行っています。

（意見）昨年度、私たちも意見を出しました青年対象の事業が薄いのではないか。

もう少し増やしてほしい。工夫してほしいと言いました。特に中学生、高校

生、20歳前後の人たちが参加できる講座を考えてと要請したところ、おかげ

さまで総括評価でも出ていますが充実しましたし、学校との連携も昨年度以

上に進んでいる。震災の影響も受けていながらも非常に活発に活動された。

合理的に事業が進んだのではないか。より一層工夫をしていただきたい。

（２）平成24年度公民館利用状況報告

総括として高洲公民館長より説明を行った。

（意見）団体有料、団体無償はサークル活動のことだと思います。行政事業が公民

館主催のいろいろな事業、違う言い方をしますと固定客と新規ユーザーとし

ます。どちらも大切なことだと思いますが、数値から見ますと固定客のパー

セントが８割くらいですよね。新規開発した結果だと思います。数値から固

定客も大切なんだと思います。

（意見）かなり各館もピークの年を過ぎているのに、迫ってきている数値である。

大きく見ると高洲公民館ができたことによって、新たな人を獲得したし、他

の館にも揺さぶりがかかり、安定してきたのではないか。この１、２年した

ら高洲公民館がめいいっぱい伸びるのではないかと思います。中央や堀江、

富岡はピーク時に近づいているので、今後どのように工夫して主催事業をは

め込んでいくのかが苦労するのではないか。この後、説明がある一覧表でも、

どこの分野が弱いとか強調しているとかがわかる。その年、その年の重点を

見つけて事業を行っていかないと難しいのではないか。めいっぱい事業をや

られている姿が浮かんできました。5年間の資料を振り返って見ますと、一生

懸命にやられているなと思いました。今後高洲公民館は伸びて、他の公民館

は５年間の平均値位でいくのかなと思います。

２．審議事項

（１）平成25年度公民館運営審議会年間活動計画について

平成25年度公民館運営審議会年間活動計画について、高洲公民館長が説明を行っ

た。

（２）平成25年度７月～９月公民館主催事業開催計画について

７月から９月の公民館主催事業開催計画について、各公民館長が説明を行った。

（意見）夏休みのこともあり、こどもの講座はかなり多いが、シニア世代退職して
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60から70代がワクワクする講座が少ない。例えば、富岡の魚釣りが好きな人

は非常に面白いしワクワクすると思いますが、普通の人がワクワクする講座

が少し見当たらない。

（意見）昨年、私たちが青少年のために夏休みなので事業を設けてほしいと要望し

ましたよね。だからこども対象の事業が多いのではないですか。文学講座も

ありますよね。

（意見）シニアの講座も設けてくださいと前から言ってます。年配の方がワクワク

するのはとても難しいことだと思いますが、質の高い教養講座を是非入れて

いただいて、質の高い人が参加するような講座を入れてほしい。

（意見）社会福祉協議会でも年配者向けに事業をしています。Ｕセンターでも実施

しているのではないか。

（意見）ここでいう高齢者とは何歳ぐらいが対象ですか。昔でいう高齢者と今の高

齢者は全然違うのではないでしょうか。体を動かす事業は多いですが、文化

教養講座は少ないような気がします。それなりの講師を呼んで行うと謝礼の

部分が高くて呼べないのか、コネクションがないのか。公民館の講座の講師

の謝礼は安いと思いますが、それなりの講師であれば、高い謝礼を払っても

よいのではないか。予算が無いのか、コネクションが無いのか、高齢者が公

民館を利用するニーズが無いから実施していないのではないか。全部の回で

この話がでていますが見えてこないのはなぜでしょうか。

（回答）３月の時にお話ししました高齢者対策事業の中で私たちも高齢者の方々が

ワクワクする魅力のある事業を考えております。その一つとして、「コミュ

ニティ・カレッジうらやす」を25年度については、２会場で実施することと、

質の高いある程度メジャーな講師を選んだつもりです。その結果、募集につ

いても60人定員のところ121名、昨年度は定員割れしましたが、今年度につい

ては２倍の応募をいただきました。このように、「コミュニティ・カレッジ

うらやす」の中で質の高い事業を公民館合同事業として行っています。また、

この主催事業一覧については、７月から９月の事業を一覧で表しております。

時期的に夏場の暑い時期であり、高齢者に負担の係らない10月から12月の時

期になれば、各公民館がそれぞれ「コミュニティ・カレッジうらやす」とは

別に、高齢者を対象に実年カレッジや文学教養講座などの主催事業を当然企

画していくと思います。さらに、この資料は、公運審だけの資料として活用

するのではなく、公民館運営方針に沿って主催事業を展開するため、各公民

館の事業間調整を行うための資料として作成したところです。

（意見）コミュニティ・カレッジや市民大学に入った人だけしかいけないのではな

くて、私が希望しているのは、公民館が浦安市民全体に質の高い講座で興味

のある人が参加できる講座を考えていただきたい。
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３．その他

（１）当代島公民館文化祭について

当代島公民館文化祭について、当代島館長が説明を行った。

（２）次回定例会議の予定

事務局より次回の第2回公民館運営審議会は、７月12日(金)午後３時から、高洲

公民館で開催することを確認した。

以上で平成25年度 第１回浦安市公民館運営審議会が閉会した。


